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でも活発に研究されており、様々な天然糖鎖の合成に応用されているo しかしながら、 1 ， 2-cis- α ・グルコシドや 1 ， 2-




率向上と立体選択性の制御を計る方法である。私は新規な架橋法を見出し 1， 2-cis- α-グリコシドと 1，2-cis- β ーマンノ




















上記と同様にして、環化がきわめて難しいグルコース 9 残基から成る δ-CD の合成について検討した。出発化合
物としてグルコース 3 残基からなるマルトトリオースを選択した。分子クランプ法による鎖状六糖、鎖状九糖の構築
はいずれも α-選択的に行うことができた。糖環化反応は α-CD の合成のときと遜色なく好収率で目的の δ-CD を与





リコシル化反応が行えることがわかった。この過程で供与体の 6 位に立体的に嵩高い tert・プチルジフェニルシリル









ほ完全な α/β選択性を達成し、オリゴ糖の縮合、環化反応にも有効であることを環状九糖である δ ーシクロデキス
トリンの初めての化学合成に展開して示した成果は、今後の糖鎖の合成研究に寄与するもので、博士(理学)の学位
論文として十分価値あるものと認める o
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